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今回のテーマ：変形性膝関節症が進むと...
膝が痛い方や今後が不安な方対象の方

症状が軽い場合は痛み止めの内服薬や外用薬を使ったり、膝関節内にヒアルロ
ン酸の注射などをします。また大腿四頭筋強化訓練、関節可動域改善訓練など
のリハビリテーションを行ったり、膝を温めたりする物理療法を行います。こ
のような治療でも治らない場合、右図のような人工膝関節置換術が検討される
かもしれません。

＜初期＞
立ち上がり、歩きはじめな
ど動作の開始時のみに痛み

＜中期＞
正座や階段の昇降が困難

＜末期＞
膝がピンと伸びず歩行が困難。
安静時にも痛みがとれず、
変形が目立つ。

あなたはどのあたりですか？

変形性膝関節の患者様ではO脚変形
を伴うことが多いです。
変形と聞いて気になった方は、
ご自身の脚を確認してみましょう。
どの程度、症状が進行しているかは、
レントゲン検査などで確認すること
ができます。

そうなる前に… 膝に痛みがあったり、不安に感じる方は早めに受診しましょう。早い段
階から治療を受けることで、人工膝関節置換術を行わずに済むかもしれません。
ご自宅でもできる簡単な運動を以前に紹介させて頂いています。バックナンバーの「ご自宅で
出来る膝の運動」をご覧ください。

人工関節の種類や 手術によって多少の差はありますが、120度前後は膝を
曲げることが可能と報告されています。
では、120度とはどのくらいでしょうか。右の写真がおおよそ120度になりま
す。120度と聞くととても曲がるように聞こえますが、当然正座は困難にな
ります。120度以上曲がっていた方は、術前より曲がらなくなる傾向ににあ
り、患者様の期待と術後の日常生活との 解離を生じやすいとされています。

＊整形外科学会より

＊整形外科学会より

＊人工膝関節置換術後の屈曲可動域予測、理学療法科学より

＊整形外科学会より

☑変形って？

☑重症度チェック

☑治療
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